
　
二
〇
年
代
初
期
に
於
い
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
は

じ
め
と
し
て
盤
民
の
創
意
に
よ
る
農
村
の
工
業
化

が
目
論
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
　
二
〇
年
末
に

は
農
村
余
剰
労
働
力
の
吸
蚊
と
い
う
観
点
か
ら
党

綱
領
に
唱
わ
れ
て
い
る
擬
村
工
業
の
「
高
度
な
機

械
制
工
業
へ
の
移
行
」
の
方
針
は
否
定
さ
れ
、
農

村
は
国
営
工
業
の
支
部
と
な
っ
た
。
第
一
次
五
ケ

年
計
画
で
は
「
農
村
内
布
場
流
通
を
都
市
・
農
村

間
取
引
へ
の
編
成
替
え
」
が
企
て
ら
れ
、
こ
の
方

針
は
三
〇
年
代
末
に
法
制
化
さ
れ
る
（
三
九
八
、

四
〇
八
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
社
会
主
義
の
下
で
解

消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
都
市
と
農
村
の
対
立

（
こ
れ
に
関
し
て
第
五
章
で
、
特
に
ネ
オ
・
ナ
ロ

ー
ド
ニ
キ
系
の
経
済
学
者
の
理
念
が
検
討
さ
れ
て

い
る
）
は
固
定
化
さ
れ
た
ま
ま
、
農
村
は
国
家
1
1

都
市
の
農
産
物
調
達
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
上
述
の
政
策
一
実
践
過
程
が
本
書
の
経
糸
と
す

れ
ば
、
ル
イ
コ
フ
等
の
最
高
国
民
経
済
会
議
を
中

心
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
系
経
済
学
者
と
チ
ャ
ヤ

ー
ノ
フ
、
オ
ガ
ノ
フ
ス
キ
i
等
の
ネ
オ
・
ナ
ロ
ー

ド
ニ
キ
系
の
経
済
学
者
の
農
村
工
業
理
論
の
検
討

と
分
析
は
緯
糸
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
こ

と
は
私
の
能
力
を
遙
か
に
超
え
て
い
る
こ
と
な
の

で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
、
行
間
に
横
冠

す
る
著
者
の
ソ
ヴ
ェ
ト
史
観
（
例
え
ば
下
部
機
関

の
行
き
過
ぎ
を
後
に
申
央
権
力
が
事
後
承
認
す
る

政
策
パ
タ
ー
ン
、
二
〇
年
代
末
に
見
ら
れ
る
反
対

派
批
判
の
形
態
変
化
等
）
を
こ
こ
で
一
つ
一
つ
開

陳
す
る
余
裕
も
な
い
。
是
非
、
本
書
を
参
照
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
予
め
お
断
り
し
た
瞠
り
、
随
分
恣
意
的
な
「
紹

介
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
と
し
て
は
そ
れ
に

よ
っ
て
本
書
の
価
値
が
些
か
も
損
わ
れ
ん
こ
と
を

望
む
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
A
5
籾
　
五
〇
八
頁
　
一
九
七
九
年
二
月

　
　
　
東
京
大
学
出
版
会
　
五
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
梶
規
伸
一
　
京
都
大
学
火
学
院
生
）

原
口
正
三
著

『
須
恵
器
』

　
（
日
本
の
原
始
美
術

4
）

　
須
葱
器
を
製
作
す
る
技
術
は
、
古
墳
時
代
に
日

本
へ
伝
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
長
く
日
本
の
食
生

活
に
定
着
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
本
書

は
、
五
世
紀
か
ら
八
世
紀
ま
で
の
須
恵
器
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
変
遷
を
示
し
、
生
産
・
用
法
か
ら
須

恵
器
の
実
像
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

著
者
の
長
年
に
わ
た
る
調
査
と
研
究
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
を
誤
っ
て
伝
え
る
こ
と
を

お
そ
れ
る
が
、
本
文
「
今
来
の
器
」
の
構
成
を
示

し
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
中
の
須
恵
器

　
須
恵
器
の
系
譜

　
陶
邑
の
謡

　
須
恵
器
生
産
の
拡
大
一
1
地
方
窯
の
成
立
i

　
須
恵
器
の
生
産
丁
…
窯
1
…

　
須
恵
器
の
製
作

　
須
恵
器
の
形
と
名
称

　
か
わ
っ
た
形
の
器

　
ム
ラ
の
中
の
須
恵
器

　
墓
の
中
の
須
恵
器

　
須
恵
器
と
土
師
器

　
須
恵
器
の
地
方
色

　
須
恵
器
の
工
人

　
須
恵
器
の
末
流

東
ア
ジ
ア
の
中
の
須
恵
器
、
で
は
中
国
の
灰
陶
、

「
原
始
盗
」
　
（
灰
細
陶
）
、
「
古
帯
磁
」
を
あ
げ
、

中
国
で
は
古
く
か
ら
、
酸
化
焔
焼
成
技
術
、
還
元

焔
焼
成
技
術
、
薄
樺
技
術
へ
と
進
ん
で
い
た
こ
と

を
示
す
。
そ
し
て
そ
の
直
接
・
間
接
の
影
響
が
朝

鮮
半
島
に
及
ん
だ
結
果
、
五
世
紀
中
頃
に
は
高
句

麗
で
黄
紬
の
陶
器
を
製
作
し
、
南
韓
や
倭
で
も
よ

う
や
く
硬
質
の
灰
陶
系
技
法
を
自
ら
の
も
の
に
し

つ
つ
あ
っ
た
と
す
る
。
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介紹

須
恵
器
の
系
譜
、
で
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
最

古
の
須
恵
器
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ

れ
は
搬
入
品
か
日
本
で
製
作
し
た
も
の
か
、
霞
本

で
の
製
作
は
一
元
的
に
始
ま
っ
た
の
か
、
多
元
的

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
問
題
と
す
る
。
そ
し

て
日
本
出
土
の
最
古
の
須
恵
器
が
朝
鮮
半
島
南
部

の
も
の
と
共
通
点
を
も
ち
、
筒
形
器
台
や
高
悪
形

器
台
の
存
在
か
ら
直
接
的
な
系
累
を
伽
耶
地
方
に

求
め
う
る
と
す
る
。
次
い
で
、
B
本
で
最
も
古
く

須
恵
器
生
産
を
開
始
し
た
と
目
さ
れ
る
大
阪
府
南

部
の
陶
邑
古
着
害
毒
を
と
り
あ
げ
、
窯
の
分
布
の

変
遷
を
概
観
す
る
。

　
須
恵
器
生
産
の
拡
大
、
で
は
三
つ
の
画
期
に
よ

っ
て
須
恵
器
を
ほ
ぼ
五
・
六
・
七
・
八
世
紀
の
四

期
に
分
け
、
そ
の
間
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

す
な
わ
ち
第
一
の
画
期
に
第
一
次
地
方
窯
が
成
立

し
、
第
二
の
画
期
に
は
乙
種
に
顕
著
な
変
化
を
生

ず
る
。
そ
し
て
第
三
の
画
期
に
は
第
二
次
地
方
窯

が
成
立
し
、
そ
れ
は
律
令
制
の
枠
組
み
の
中
に
成

立
し
た
異
質
な
地
方
窯
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
そ

の
ほ
か
に
、
須
恵
器
産
地
か
ら
の
距
離
と
須
恵
器

浸
透
度
の
相
関
関
係
、
塗
樽
工
人
の
地
方
へ
の
移

動
お
よ
び
古
墳
の
被
葬
者
と
の
関
係
、
供
献
ず
る

須
恵
器
の
需
要
、
量
産
化
と
仕
上
げ
の
省
略
、
廃

絶
、
等
に
つ
い
て
多
く
の
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
須
恵
器
の
生
産
、
で
は
須
恵
器
を
焼
成
し
た
窯

の
構
造
を
問
題
と
し
、
五
・
穴
世
紀
の
長
期
間
焼

成
を
行
な
う
も
の
、
七
世
紀
の
長
い
煙
出
し
を
も

ち
床
面
の
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
で
容
易
に
新
窯
を
築

け
る
も
の
、
八
繊
紀
の
火
の
引
き
を
強
く
し
た
小

規
模
な
窯
お
よ
び
床
面
が
水
平
で
霜
曇
を
そ
な
え

た
窯
の
三
段
階
に
わ
け
う
る
こ
と
を
示
す
。

　
須
恵
器
の
製
作
、
で
は
成
形
法
と
仕
上
げ
と
焼

成
に
つ
い
て
詳
細
に
復
原
す
る
。

　
須
恵
器
の
形
と
名
称
、
で
は
、
現
在
用
い
ら
れ

て
い
る
名
称
と
、
文
献
に
み
え
る
名
称
と
を
検
討

し
、
機
能
・
用
途
に
も
と
づ
い
て
分
類
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
か
わ
っ
た
形
の
器
、
で
は
二
重
遜
、
角
杯
形
瓶
、

皮
袋
形
瓶
、
鳥
形
瓶
、
等
の
特
異
な
須
恵
器
を
と

り
あ
げ
、
葬
礼
・
祭
祀
の
供
野
面
と
し
て
重
視
す

る
。　

ム
ラ
の
中
の
須
恵
器
、
で
は
窯
跡
の
中
で
の
須

恵
器
の
あ
り
方
か
ら
、
須
恵
器
の
供
給
と
分
配
の

変
遷
を
考
察
し
、
政
治
的
関
係
や
階
層
的
隔
差
の

中
に
位
置
づ
け
う
る
こ
と
を
示
す
。
他
方
、
墓
の

中
の
須
恵
器
、
に
は
古
く
は
集
落
で
使
わ
れ
る
も

の
と
同
じ
も
の
を
用
い
、
次
い
で
供
入
用
の
特
殊

な
器
が
現
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
被
葬
者

の
社
会
的
地
位
の
一
端
を
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
須
恵
器
と
土
師
器
、
で
は
須
恵
器
の
鴫
現
が
土

師
器
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、

土
師
器
は
大
型
貯
蔵
容
器
が
衰
退
し
、
か
ま
ど
・

釜
・
甑
の
セ
ッ
ト
が
煮
炊
き
具
と
し
て
重
要
と
な

る
。
ま
た
七
世
紀
に
は
土
師
器
に
皿
・
盤
が
現
れ
、

以
後
長
く
須
恵
器
と
土
師
器
と
を
併
用
す
る
こ
と

を
示
す
。

　
須
恵
器
の
地
方
色
、
で
は
フ
ラ
ス
コ
窓
蓋
、
鳥

形
瓶
、
三
足
壷
等
の
地
域
的
特
色
を
も
つ
も
の
を

と
り
あ
げ
、
地
域
色
の
研
究
と
自
然
科
学
的
方
法

に
よ
る
産
地
同
定
と
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴

史
の
動
態
を
こ
ま
か
く
把
む
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
。　

須
恵
器
の
工
人
、
で
は
須
恵
器
生
産
は
、
固
有

な
技
術
を
発
揮
し
、
維
持
す
る
た
め
に
は
組
織
的

生
産
形
態
が
初
め
か
ら
必
要
で
あ
っ
た
と
し
、
そ

の
輪
帯
た
ち
は
当
初
か
ら
倭
政
権
の
生
産
体
制
に

繰
り
込
ま
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も

し
ぼ
し
ば
新
技
術
を
も
っ
た
陶
工
が
渡
来
し
技
術

革
新
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
す
。

　
須
恵
器
の
末
流
、
で
は
須
恵
器
の
終
焉
に
地
域

差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
特
に
畿
外
の
い
く

つ
か
の
地
域
で
は
、
中
世
陶
器
生
産
の
母
胎
と
な

り
、
そ
の
一
部
は
現
代
に
ま
で
続
く
こ
と
を
示
す
。
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以
上
の
よ
う
に
木
文
解
説
は
多
方
面
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
須
恵
器
の
実
像
を
描
く
こ
と

を
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
須
恵

器
は
編
年
を
軸
に
し
て
研
究
が
大
変
、
進
ん
で
い

る
分
野
で
あ
る
。
ま
た
生
産
鮭
や
消
費
肚
（
古
墳
・

集
落
）
の
資
料
も
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
老
骨
史
と
資
料
を
踏
ま
え
て
上
梓
さ
れ

た
本
書
は
、
須
恵
器
研
究
を
専
門
と
す
る
者
に
と

っ
て
も
、
門
外
の
者
に
と
っ
て
も
大
い
に
有
益
な

も
の
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
（
A
四
判
　
七
七
頁
　
一
九
七
九
年
七
月

　
　
　
　
講
談
社
　
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
都
隆
夫
　
京
都
大
学
助
手
）

　　ジ
河小　ヤ

工近ホ
　　　1二五
　　　ク
則英ス
子薄命
共
訳

『
古
代
文
明
史
』
1

　
原
盤
偵
は
、
J
・
H
・
プ
ラ
ム
監
修
、
シ
リ
ー
ズ

『
人
類
社
会
史
』
中
の
一
巻
、
冒
。
ρ
償
Φ
算
9
国
ρ
手

張
①
q
◎
　
　
6
財
①
　
聞
貯
ω
け
　
O
目
O
騨
汁
　
○
陣
く
旨
に
即
急
O
ロ
ω

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

鵠
葺
。
艮
p
ω
o
⇒
曾
○
○
‘
び
。
注
。
⇔
り
お
『
ω
．
両
論
・

ナ
イ
ル
・
イ
ン
ダ
ス
三
河
川
流
域
文
閉
の
一
般
向

け
歴
史
概
説
書
で
あ
る
。
著
者
ジ
ャ
ケ
ッ
タ
・
ホ

ー
ク
ス
は
、
英
国
政
府
・
ユ
ネ
ス
コ
等
の
文
化
財

行
政
官
、
英
国
考
古
学
振
興
会
副
総
裁
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
客
員
教
授
等
を
務
め
た
考
古
学
者
で
あ

り
、
サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
等
の
通
外
外
で
も
あ

る
。　

」
・
H
・
プ
ラ
ム
の
序
に
拠
る
と
1
歴
史
に

於
け
る
「
進
歩
」
の
法
則
が
揺
ら
い
で
以
後
、
専

門
家
は
専
門
分
野
の
微
視
的
分
析
を
事
と
す
る
の

が
一
般
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
専
門
的
知

識
と
大
衆
を
対
象
と
し
た
歴
史
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

広
が
る
一
方
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
、
専

門
家
に
よ
る
通
史
的
な
歴
史
叙
述
を
も
っ
て
現
状

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
一
と
い
う
意
図
を
も
、

っ
て
、
シ
リ
ー
ズ
『
人
類
社
会
史
』
は
編
纂
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
原
書
は
、
三
河
川
文
明
の
興
起
と
都
市
生
活
の

生
成
過
程
、
薬
園
流
域
に
於
け
る
諸
王
朝
の
興
亡

と
そ
の
社
会
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
史
、
ナ
イ
ル
流
域

の
王
朝
歴
史
と
社
会
、
を
七
部
構
成
で
叙
述
し
て

い
る
が
、
本
書
は
そ
の
前
半
四
部
、
単
記
流
域
の

文
明
史
ま
で
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
・
二
部
で
は
、
文
明
の
指
標
に
関
す
る
二
つ

の
見
解
を
考
察
し
た
後
、
基
礎
作
業
と
し
て
気

候
・
地
理
条
件
を
述
べ
、
つ
い
で
各
文
明
の
始
ま

り
か
ら
都
市
生
活
へ
の
行
程
を
辿
る
中
で
、
そ
の

文
明
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
提
示
し
て

い
る
。

　
三
・
四
部
は
両
澗
流
域
禰
別
篇
で
、
ま
ず
第
三

部
で
初
期
王
朝
期
か
ら
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
崩
壊
に

至
る
政
治
史
を
述
べ
て
枠
組
と
し
た
後
、
第
四
部

で
具
体
的
に
社
会
状
況
一
1
衣
食
住
か
ら
諸
制
度
、

宗
教
、
美
術
等
諸
般
一
l
－
を
横
断
面
で
把
え
て
詳

述
し
て
い
る
。
第
四
部
は
本
書
の
最
も
力
点
を
麗

く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
の
簡
単
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る

が
、
本
書
の
何
よ
り
も
の
特
色
は
、
今
日
ま
で
に

専
門
家
に
よ
っ
て
分
析
・
実
証
さ
れ
た
様
々
の
局

部
的
研
究
成
果
を
実
に
多
く
駆
使
し
、
評
釈
を
加

え
な
が
ら
整
合
し
て
ス
ト
ー
り
一
・
テ
リ
ン
グ
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
創
見
の
見
ら
れ
な
い
恨
み
は

あ
る
が
、
概
説
書
と
い
う
性
格
上
、
又
歴
史
学
専

門
家
で
は
な
い
著
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
、
望
蜀

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
細
か
な
点
で
は
多

少
疑
問
の
箇
所
が
無
い
訳
で
は
な
い
が
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
で
は
大
き
な
誤
認
は
な
く
、
　
一
般
向
け

概
説
書
と
し
て
ゆ
き
届
い
た
作
で
あ
る
。
読
者
は

本
書
を
読
む
事
に
よ
り
、
た
く
ま
ず
し
て
専
門
家

の
研
究
成
果
を
手
軽
に
知
る
事
が
出
来
よ
う
。
こ

の
事
こ
そ
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
編
纂
の
意
図
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
煮
て
、
本
警
は
首
尾
｝

貫
し
た
意
義
有
る
も
の
で
あ
る
。
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